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なう粒成長の活性化エネルギーを求めたところ、 71kcal /mole の値が得られた。この値と前述の静
































しかし、固体を媒体とする高圧力焼結および青争水圧焼結はそれぞれ20kb および 2 kb の圧力下でなさ
れているので、この活性化エネルギーの差異は圧力の大きに起因する可能性もあるので、確認のため
媒体としてカヲスを用い 20kb 下での静水圧焼結を行ない 粒成長の活性化エネルギーを求めたとこ
ろ、その値は71kcal /mole であった。これらの結果から、前前述の活性化エネルギーの差は圧力の
大きに依存せずその静水庄性に起因するものと推定した。
以上、小平紘平君の論文はBeO を例にとり、加圧下の焼結では比較的低い温度で、しかも短時間に
理論密度の値をもっ焼結体が得られることを見出し、その焼結初期の微細構造の観察から、粒子の破
砕および、塑性流動によって徽密化が進行することを明らかにした。また従来ほとんど資料のない加圧
下における粒成長の活性化エネルギーを求め、それらの値と静水圧性の関係から高圧力下の焼結では
粒界が比較的早く移動し、一方静水圧焼結では体積拡散による粒成長が律速であることを見出した。
これらの成果は圧力範囲をより高い領域に拡張した際の加圧焼結に及ぼす圧力の効果およびその焼結
機構に関する新しい知見であるということができる。よって本論文は理学博士の学位論文として十分
価値あるものと認められる。
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